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食品安全委員会 国際専門家招へいプログラム 開催報告

　私たちの体には、外から入ってきた細菌やウ

イルスなどの異物から体を守る「免疫」という

働きがあります。しかし、この免疫が食べ物に

含まれるたんぱく質を異物と間違えて反応し、

体の具合が悪くなることがあります（図）。

　たんぱく質を含むすべての食べ物が、アレル

ギーの原因となりえます。特に「卵、乳、小麦、

落花生、えび、そば、かに」の 7 つは、患者数

の多さや症状の重さから、加工食品の原材料に

使われた場合は必ず表示することが決められて

います。この他にも、さまざまな食べ物が食物

アレルギーの原因になります。

　食物アレルギーへの対応の基本は、原因とな

る食べ物を食べないことです。食べられないも

の、食べてよいものは必ず医師の指導のもとで

選びます。加工食品は表示を見て原因となるも

のが使われていないかを確かめます。

学生等を対象とした「訪問学習」

食物アレルギーって
どういうこと？

食物アレルギーが起こるしくみ・症状

　食物アレルギーは子どもの頃に多く見られます。毎日の食事にかかわ
る身近なこととして、誰もが正しく知ることが大事です。

アレルギーの原因となる食べ物

　食物アレルギーの症状で、血圧が下がり、意識が低下するなど命にかかわる場

合があります（アナフィラキシーショック）。そのような場合に備えて、食物ア

レルギーを持つ子ども自身が、または保護者が注射する目的で、医師からエピペ

ン ®（アドレナリン自己注射薬）を渡されている（処方されている）ことがあります。

「エピペン®」
について

食物アレルギーって
どういうこと？

▲左から吉田委員、ソレッキBfR農薬安全部部長、
　デラルコ前EPA上席科学アドバイザー

▲ディスカッションの様子

▲訪問した学生さんたち

農薬の急性参照用量（ARfD）の設定に関する国際シンポジウム

食品媒介感染症防止に向けた食品安全確保のための
定性的・定量的アプローチに関する国際シンポジウム

ヒトの 24 時間またはそれより短期間の経口摂取で健康に悪影響を及ぼさないと推定される摂取量。
ヒトがある物質を一生涯、毎日摂取し続けても健康に悪影響を及ぼさないと推定される一日当たりの摂取量。

急性参照用量（ARfD）
一日摂取許容量（ADI）

　2015 年10 月7日、農薬の ARfD★設
定に関する諸外国の考え方などについて
の国際シンポジウムを東京都港区の日本
学術会議講堂で開催し、200 名を上回る
方々が参加されました。
　食品安全委員会の佐藤委員長による挨
拶で幕を開き、コーディネーター役の吉
田委員より、日本の ARfD の設定の現状
が紹介されました。その後、（1）ARfD 
の設定の概要、（2）反復投与試験からの
急性影響の見つけ方（特殊毒性を含む）、

の 2 つのトピックについて、JMPR
（FAO/WHO 合同残留農薬専門家会議）
において ARfD 設定のためのガイダンス
作りで中心的な役割を果たした、主に
JMPR 及びEU の考え方についてBfR（ド
イツ連邦リスク評価研究所）のローラン
ド・アルフレッド・ソレッキ農薬安全部
部長から、主に米国の考え方について前・
EPA（米国環境保護庁）のヴィッキー・
デラルコ上席科学アドバイザーよりそれ
ぞれ講演が行われました。

★

★

微生物学的リスク管理メトリクス
ウェイン・アンダーソン　アイルランド食品安全庁食品科学・基準局局長講演1

病原微生物による食品媒介感染症のリスク管理措置への微生物リスク評価の貢献
豊福 肇　山口大学共同獣医学部教授 講演2

安全な食品のためのリスク評価とリスク管理　～評価においては変動と不確実性が必要、管理においては個別的な判断が必要～
マーセル・ツヴァイテリング　ワーゲニンゲン大学教授 講演3

食品媒介病原微生物の増殖・死滅挙動の数理モデル化
小関 成樹　北海道大学大学院農学研究院准教授 講演4

ベロ毒素産生大腸菌（VTEC）等による食品媒介感染症の分子疫学的解析
寺嶋 淳　国立医薬品食品衛生研究所衛生微生物部部長 講演5

　2015 年 11 月 19 日、微生物のリス
ク評価手法に関する国際シンポジウムを
東京都港区の政策研究大学院大学 想海樓
ホールで開催し、100 名を超える方々が
参加されました。
　食品安全委員会の佐藤委員長による挨
拶の後、熊谷委員と山口大学共同獣医学
部の豊福教授が座長を務め、JEMRA
（FAO/WHO 合同微生物リスク評価専門
家会議）等で活躍されている国内外の専

門家により5題の講演が行われました（下
表）。食中毒菌の挙動と実態をどのように
捉え、そして基準を設定するか―それぞ
れ興味深い内容に参加者は皆、熱心に耳
を傾けられました。
　講演後のディスカッションでは、食品安
全に関するヨーロッパと米国の対応の違い
や病原体などがわからない場合のアプロー
チなど、会場からも多くの質問や発言があ
り、活発な意見交換が行われました。

　食品安全委員会では、リスクコミュニ
ケーションの一環として、学生を対象と
した訪問学習の受け入れを行っています。
　2015 年 10 月 26 日には、慶應義塾
大学医学部の学生15名が食品安全委員会
を来訪しました。食品の安全を守る仕組
みであるリスクアナリシスの考え方や、

当委員会がリスク評価機関であること、
またリスク評価の方法を食肉の生食や放
射線、トランス脂肪酸などの具体的な例
を挙げて説明し、学生との質疑応答を行
いました。
　なお、訪問学習は大学生だけでなく、
高校生や中学生も受け入れています。

　食物アレルギーを持つ子どもも給食時間を安全

に楽しく過ごせるように、学校などでも体制づく

りが進められています。子どもの食物アレルギー

の状態や調理する環境などに応じた対応が行われ

ています。

学校給食など
での対応

　講演後のディスカッションでは、国に
よる ADI★や ARfD の設定根拠の違いなど
について活発な質疑応答が行われました。

食物アレルギーは
「好き嫌い」とは違うよ。
少ない量でも症状が
出ることがあるので

注意！
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食物アレルギーのおもな症状
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